
　

地

球

は

打

ち

出

の

小

槌

で

は

な

い

。

天

然

資

源

に

は

限

り

が

あ

る

。

地

球

上

の

資

源

の

使

用

量

は

過

去

�

年

間

で

３

倍

に

増

え

、

２

０

５

０

年

に

は

鉱

物

資

源

の

需

要

が

埋

蔵

量

を

大

幅

に

上

回

る

と

予

測

さ

れ

て

い

る

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

平

和

と

鉱

物

資

源

の

権

益

が

天

秤

に

か

け

ら

れ

た

り

、

北

極

圏

や

宇

宙

資

源

を

巡

る

各

国

の

駆

け

引

き

も

起

き

て

い

る

。

他

方

、

技

術

革

新

な

ど

明

る

い

兆

し

も

見

え

る

。

地

球

の

限

界

を

超

え

ず

に

す

べ

て

の

人

が

人

間

ら

し

い

生

活

を

送

る

鍵

は

、

循

環

経

済

（

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

：

Ｃ

Ｅ

）

に

あ

る

。

■

認

知

度

向

上

と

課

題

　

Ｃ

Ｅ

の

認

知

度

は

�

年

に

当

財

団

が

調

べ

た

と

こ

ろ

「

言

葉

も

意

味

も

知

っ

て

い

る

」

は

わ

ず

か

６

％

だ

っ

た

が

、

�

年

６

月

の

埼

玉

県

調

査

で

は

�

％

で

、

「

取

り

組

む

企

業

に

好

印

象

」

と

の

回

答

が

７

割

を

超

え

た

。

　

�

年

４

月

の

当

財

団

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

参

加

者

へ

の

調

査

で

は

、

所

属

企

業

で

は

「

１

年

前

に

比

べ

Ｃ

Ｅ

へ

の

関

心

・

熱

量

は

高

ま

っ

て

い

る

」

が

７

割

で

、

取

り

組

み

状

況

は

「

組

織

の

方

針

、

計

画

等

に

明

記

」

が

�

％

だ

っ

た

。

課

題

で

は

「

企

業

だ

け

で

は

解

決

で

き

な

い

問

題

が

あ

る

」

�

％

、

「

推

進

体

制

が

整

っ

て

い

な

い

」

�

％

、

「

収

益

に

つ

な

が

ら

な

い

」

�

％

が

上

位

で

あ

っ

た

。

Ｃ

Ｅ

の

推

進

に

は

「

国

民

全

体

の

理

解

と

意

識

向

上

」

「

予

算

税

制

等

の

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

」

「

動

静

脈

連

携

の

推

進

」

な

ど

を

望

む

声

が

多

か

っ

た

。

企

業

の

本

気

度

は

増

し

て

い

る

。

■

Ｃ

Ｅ

は

国

家

戦

略

に

　

Ｅ

Ｕ

で

は

�

年

に

『

Ｃ

Ｅ

パ

ッ

ケ

ー

ジ

』

を

発

表

後

、

規

制

の

導

入

や

域

内

で

の

資

源

循

環

を

強

化

し

て

い

る

が

、

日

本

も

遅

ま

き

な

が

ら

動

き

出

し

た

。

�

年

�

月

開

催

の

循

環

経

済

に

関

す

る

関

係

閣

僚

会

議

で

は

、

石

破

首

相

が

「

Ｃ

Ｅ

を

国

家

戦

略

と

し

て

政

府

一

体

と

な

り

推

進

す

る

」

と

述

べ

『

循

環

経

済

へ

の

移

行

加

速

化

パ

ッ

ケ

ー

ジ

』

を

公

表

し

た

。

資

源

や

環

境

制

約

を

成

長

機

会

の

創

出

に

つ

な

げ

、

Ｃ

Ｅ

関

連

市

場

を

�

年

に

�

兆

円

に

拡

大

す

る

目

標

だ

。

施

策

の

一

つ

と

し

て

立

ち

上

げ

た

産

官

学

連

携

の

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

パ

ー

ト

ナ

ー

ズ

」

に

は

、

現

在

６

３

０

の

企

業

団

体

が

参

画

。

将

来

を

見

据

え

た

ビ

ジ

ョ

ン

・

ロ

ー

ド

マ

ッ

プ

、

情

報

流

通

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

、

地

域

循

環

モ

デ

ル

な

ど

の

Ｗ

Ｇ

が

始

動

し

た

。

先

日

の

総

会

で

も

、

欧

米

が

混

迷

を

極

め

る

今

こ

そ

日

本

が

ス

ピ

ー

ド

感

を

も

っ

て

本

気

で

取

り

組

む

べ

き

と

い

う

声

が

あ

が

っ

た

。

　

自

治

体

で

は

、

Ｃ

Ｅ

推

進

セ

ン

タ

ー

を

開

設

し

事

業

化

支

援

を

進

め

る

東

京

都

、

埼

玉

県

や

、

臨

海

部

企

業

が

連

携

し

て

実

証

を

行

う

川

崎

市

、

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

シ

テ

ィ

を

掲

げ

る

愛

知

県

蒲

郡

市

な

ど

、

全

国

各

地

で

動

き

が

活

発

化

し

て

い

る

。

■

資

源

生

産

性

の

向

上

　

国

連

環

境

計

画

『

世

界

資

源

ア

ウ

ト

ル

ッ

ク

２

０

２

４

』

が

示

す

通

り

、

Ｃ

Ｅ

の

推

進

に

は

持

続

可

能

な

資

源

管

理

と

資

源

生

産

性

の

向

上

が

必

要

だ

。

資

源

生

産

性

（

便

益

（

Ｇ

Ｄ

Ｐ

）

／

天

然

資

源

等

投

入

量

）

は

、

国

際

的

に

Ｃ

Ｅ

を

評

価

す

る

主

要

指

標

で

、

経

産

省

の

『

成

長

志

向

型

の

資

源

自

立

戦

略

』

で

も

向

上

が

必

須

と

明

記

さ

れ

て

い

る

。

資

源

生

産

性

の

上

昇

に

は

、

①

分

子

の

付

加

価

値

向

上

と

②

分

母

の

天

然

資

源

消

費

量

の

抑

制

が

寄

与

す

る

。

①

に

は

、

製

品

や

サ

ー

ビ

ス

を

高

機

能

化

す

る

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

や

Ｄ

Ｘ

の

活

用

、

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

創

出

を

通

じ

た

製

品

の

長

期

・

効

率

的

利

用

や

、

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

、

サ

ブ

ス

ク

、

修

理

、

リ

ユ

ー

ス

な

ど

Ｃ

Ｅ

関

連

市

場

の

育

成

が

望

ま

れ

る

。

②

に

は

、

省

資

源

化

、

製

品

寿

命

・

耐

久

性

向

上

、

再

生

材

の

利

用

、

環

境

配

慮

設

計

な

ど

を

進

め

る

と

同

時

に

、

再

生

資

源

の

質

量

の

担

保

や

流

通

促

進

も

不

可

欠

で

あ

る

。

■

当

本

部

の

取

り

組

み

　

社

会

実

装

に

む

け

て

、

毎

年

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

し

て

い

る

。

�

年

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

の

実

現

に

向

け

て

～

ビ

ジ

ネ

ス

も

暮

ら

し

も

変

わ

る

」

、

�

年

「

ビ

ジ

ネ

ス

で

創

る

循

環

経

済

社

会

～

資

源

生

産

性

向

上

と

Ｃ

Ｅ

」

、

�

年

「

ビ

ジ

ネ

ス

と

地

域

の

力

で

Ｃ

Ｅ

を

創

る

」

を

テ

ー

マ

に

産

官

学

の

登

壇

者

と

議

論

を

行

い

発

信

し

た

。

　

�

年

秋

か

ら

は

「

循

環

経

済

生

産

性

ビ

ジ

ネ

ス

研

究

会

」

と

「

同

講

座

」

を

創

設

。

研

究

会

で

は

、

企

業

幹

部

が

講

師

を

囲

み

、

欧

州

動

向

、

Ｌ

Ｃ

Ａ

、

エ

コ

デ

ザ

イ

ン

、

知

財

権

、

Ｄ

Ｘ

、

鉱

物

資

源

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

、

建

築

、

自

動

車

、

環

境

ガ

バ

ナ

ン

ス

、

エ

シ

カ

ル

消

費

な

ど

、

多

様

な

テ

ー

マ

で

議

論

す

る

ほ

か

、

連

携

も

生

ま

れ

て

い

る

。

講

座

は

部

課

長

ク

ラ

ス

が

切

磋

琢

磨

す

る

場

で

あ

る

が

、

情

報

収

集

段

階

は

過

ぎ

、

ビ

ジ

ネ

ル

モ

デ

ル

変

革

、

循

環

の

ル

ー

プ

作

り

、

新

サ

ー

ビ

ス

の

創

出

へ

と

進

み

、

収

益

化

や

外

部

連

携

な

ど

新

た

な

課

題

も

討

議

し

て

い

る

。

　

現

代

社

会

が

直

面

す

る

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

、

Ｃ

Ｅ

、

ネ

イ

チ

ャ

ー

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

、

ビ

ジ

ネ

ス

と

人

権

な

ど

の

課

題

は

相

互

に

関

連

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

を

ビ

ジ

ネ

ス

チ

ャ

ン

ス

と

し

て

本

気

で

取

り

組

ま

け

な

け

れ

ば

、

地

球

も

自

社

も

存

続

し

な

い

。

我

々

も

、

持

続

可

能

な

社

会

の

実

現

に

向

け

て

、

Ｃ

Ｅ

の

推

進

と

資

源

生

産

性

の

向

上

に

取

り

組

ん

で

い

く

。

■

結

び

に

か

え

て

　

Ｃ

Ｅ

へ

の

移

行

に

は

、

業

種

を

超

え

た

企

業

や

自

治

体

、

教

育

・

研

究

機

関

、

消

費

者

な

ど

の

連

携

が

必

須

で

あ

る

。

地

域

社

会

・

経

済

を

基

盤

に

、

も

の

・

サ

ー

ビ

ス

、

カ

ネ

、

情

報

、

人

材

が

再

生

・

循

環

し

、

Ｃ

Ｅ

が

社

会

に

定

着

す

る

様

子

を

桜

の

花

で

図

式

化

し

た

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

」

を

示

す

（

＝

上

図

）

。

様

々

な

主

体

が

連

携

し

、

資

源

循

環

の

仕

組

み

を

回

し

な

が

ら

、

地

域

か

ら

全

国

へ

と

日

本

版

Ｃ

Ｅ

を

広

げ

て

い

く

構

想

だ

。

　

２

年

間

に

わ

た

り

産

官

学

の

最

前

線

の

方

々

に

最

新

情

報

を

寄

稿

い

た

だ

い

た

。

感

謝

を

込

め

て

、

結

び

と

す

る

。

（

お

わ

り

）


